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　＊：アスベスト含有
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１

２

３

４

A1

A3

日　付 記　事 設　計承　認 設計年月日 件　名

図面名

照　査

大 誠 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社
代 表 取 締 役
一 級 建 築 士

縮　尺

一級建築士 第193004号 大形　一朗小　林　弘　幸一 級 建 築 士 事 務 所    埼 玉 県 知 事 登 録   ( 4 )第 9 6 1 5号

市庁舎長寿命化改修工事
1/150

1/300

1,055

1,345

1,
2
50

1,
1
05

1,
0
00

1,
00

0

1
,0

0
0

1,000

1,
1
20

1,
1
50

1,8007,125

8,9259,0006,0006,0009,0004,000

38,925

機械室

食堂

男子更衣室 電気室

書庫

ドライエリア

室
電気

女子更衣室

印刷室

厨房

EV

EV

倉庫

用度品庫

Ｎ

37,000

3,400 7,000 7,000 7,000 8,000 8,000

X1 X2 X3 X4 X5 X6

Y3

2 3 4 5 5a 6

3
,0

00
27

,0
0
0

4,
0
00

9
,0

0
0

9,
0
00

9,
0
00

4,
00

0

9
,0

0
0

9,
0
00

9,
0
00

27
,0

0
0

F

E

D

C C

D

E

F

　Ｕカットシーリング部分エポキシ樹脂注入

　エポキシ樹脂モルタル塗込め

　Ｌ寸法はひび割れ長さを示す

・ドライエリア擁壁立上り及天端笠木とも

ドライエリア

L=100ｍ　D=1.000～1.195ｍ

ドライエリア

既存厨房グリーストラップ

詳細図参照

ｱｸﾘﾙ t5 1,100W×350H
レストランサイン

[取外し][再取付]

既存免震ピット出入口（点検口） 既存チェッカープレート

女子厚生室男子厚生室

　ドライエリアコンクリート擁壁等ひび割れ（巾　0.2㎜以上）

　高圧洗浄10～15MPa、C-2補修の上、可とう形改修塗材E（上塗り ﾌｯ素）[新設]

ドライエリア

床：既存ﾁｪｯｶｰﾌﾟﾚｰﾄ

1,600W×1,800H t50
既存ｱﾙﾐ目隠しﾌｪﾝｽ[撤去]

既存ｵｰﾆﾝｸﾞ[撤去]

Ｙ

P2

P3
ユーティリティに改修

Ｋ Ｋ Ｋ

更衣室

清掃員控室

技師控室

床下点検口 450×450[既存]

改修範囲　内装改修：詳細図参照

女子更衣室 男子更衣室

⇒厚生室

階段
(1)

PS

⇒休養室

P1　　：コア廻り竣工時

　既存アスベスト建材除去にあたり、飛散防止剤噴霧

及び床養生、出入口養生ポリエチレンフィルム t0.15

　　　：開口部養生P4

　Ｋ　：室内環境測定室（事前事後）

・コア廻りはCH=2.25mとする

P4　　：トイレ廻り竣工時（本館はコア廻り施工時）

P3　　：B1Fユーティリティ、2～5F湯沸室、コア廻り施工時

P2　　：階段廻り、コア廻り竣工時

　改修範囲　別図参照

倉庫

95
5

(　）内A3表記

倉庫1

改修範囲　床：ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t2.0 ＊[撤去]

改修前 地下１階平面図

　Ｙ　：床養生（工事に際し、閉庁時に設置し、開庁時には撤去とする）

A-002



ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ[撤去]

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ[撤去]
手動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ[新設]

・ドライエリア擁壁立上り及天端笠木とも

　高圧洗浄10～15MPa、C-2補修の上、可とう形改修塗材E(上塗りﾌｯ素)[新設]

・本館執務室ＯＡ床新設は、別図参照

　ドライエリタテ目地 ｼｰﾘﾝｸﾞ[撤去]MS-2[新設]

　L:ｼｰﾘﾝｸﾞ高さを示す

1 5a5432

１

２

３

４

A1

A3

日　付 記　事 設　計承　認 設計年月日 件　名

図面名

照　査

大 誠 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社
代 表 取 締 役
一 級 建 築 士

縮　尺

一級建築士 第193004号 大形　一朗小　林　弘　幸一 級 建 築 士 事 務 所    埼 玉 県 知 事 登 録   ( 4 )第 9 6 1 5号

市庁舎長寿命化改修工事
1/300

1/150

5,
7
00

37,000

7,000 7,000 7,000 8,000 8,000

1
5,

50
0

11
,0

0
0

4
,5

0
0

2
,0

0
0

2,
50

0

3
,0

00

9
,0

0
0

2
7
,0

0
0

9,
0
00

9
,0

0
0

14,5001,000

7,125

8,9259,000

54,425

6,0006,0009,000

Ｎ

歩道

+300

+350

+100 +100

+300

下部ドライエリア

来庁者

喫煙所

ピロティ

1台

車椅子

5台

6台

歩道

総合窓口課

出納室

中庭

玄関ホール

倉庫

廊下1

事務室

事務室

玄関ホール

植栽

ピロティ

車庫棟

ポンプ室

物置

ゴミ置場

プレハブ

倉庫

バイク置場(3台)

バイク置場

バイク置場

法面

（有効）
8,000

1,
2
00

1,250

1,
6
00

1,
5
00

1
,2

0
0

EV
HCWC機械室

書庫

EV

EV

宿直室 守衛室

市民ホール

ドライエリア
下部

101会議室

金庫室

車椅子 2台

発電機

給気塔

隣
地

境
界

線

スロープ

X1 X2 X3 X4 X5 X6

Y3

C

D

E

F

Y2

6
7 8

Y1

ご遺族

打合
ｺｰﾅｰ

（自転車置場）

（自転車置場）

詳細図参照

市民相談室

詳細図参照

詳細図参照

DS

詳細図参照

2,000

2,
00

0

階段[撤去]

ピロティ[改修]

別図参照

8,600
（有効）

サイン ｱｸﾘﾙ板 t5、500×730H、500×100H[撤去]

既存外部床EXP.J

既存ﾄﾞﾚｲﾝ金物周150φ

既存ﾄﾞﾚｲﾝ金物周150φ

自動ﾄﾞｱｴﾝｼﾞﾝ装置

9,
00

0
9
,0

0
0

9
,0

0
0

9,
00

0
9
,0

00
9
,0

0
0

9,
0
00

H

G

6
3,

0
00

C

F

B

A

E

D

植栽

Ｙ
Ｙ

Ｙ Ｙ
P4

P4
P4

P1

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

P4

P4

P2

P2

P3

P1

P1

P1 P1

P1

P1

P1

P1

P1

P1

P1

P1

P1

下部ドライエリア

P1

±0

用務員室

倉庫

ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ[撤去]ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ[撤去]

階段[改修]

ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ[撤去]

壁[改修]

階段
(1)

階段
(2)

倉庫

PS

EV車用急速充電器

　＊：アスベスト含有

　Ｕカットシーリング部分エポキシ樹脂注入

　エポキシ樹脂モルタル塗込め

　Ｌ寸法はひび割れ長さを示す

・ドライエリア擁壁立上り及天端笠木とも

　ドライエリアコンクリート擁壁等ひび割れ（巾　0.2㎜以上）

　高圧洗浄10～15MPa、C-2補修の上、可とう形改修塗材E（上塗り ﾌｯ素）[新設]

P1　　：コア廻り竣工時

　既存アスベスト建材除去にあたり、飛散防止剤噴霧

及び床養生、出入口養生ポリエチレンフィルム t0.15

　　　：開口部養生P4

　Ｋ　：室内環境測定室（事前事後）

・コア廻りはCH=2.25mとする

P4　　：トイレ廻り竣工時（本館はコア廻り施工時）

P3　　：B1Fユーティリティ、2～5F湯沸室、コア廻り施工時

P2　　：階段廻り、コア廻り竣工時

　改修範囲　別図参照

駐車場

[撤去]

コア廻り詳細図参照

物置

給湯室改修 手鋏柵[取外し]

自動ﾄﾞｱ・ｴﾝｼﾞﾝ装置[撤去]

詳細図参照

詳細図参照

還気塔 ｶｳﾝﾀｰ

総合案内ｶｳﾝﾀｰ

EXP.J

EXP.J

EXP.J

(　）内A3表記

既存ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

事務室

改修範囲　内装改修：詳細図参照

改修範囲　床：ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t2.0 ＊[撤去]

改修前 １階平面図

電動ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ[撤去]

（建具表参照）

L=4,030

L=4,030

L=4,030

L=4,030

L=4,030

L=4,030

L=4,030

L=4,030

L=4,030

L=4,030

L=4,030

L=4,030

L=4,030

　Ｙ　：床養生（工事に際し、閉庁時に設置し、開庁時には撤去とする手鋏柵[改修]

点字ﾌﾞﾛｯｸ 2ヶ所[撤去]

手動ﾛｰﾙﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ[新設]

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ[撤去]
手動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ
[新設]

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ[撤去]
手動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ
[新設]

手動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ[新設]

ｺｰﾅ-
支援
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１

２

３

４

A1

A3

日　付 記　事 設　計承　認 設計年月日 件　名

図面名

照　査

大 誠 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社
代 表 取 締 役
一 級 建 築 士

縮　尺

一級建築士 第193004号 大形　一朗小　林　弘　幸一 級 建 築 士 事 務 所    埼 玉 県 知 事 登 録   ( 4 )第 9 6 1 5号

市庁舎長寿命化改修工事
1/150

1/300

37,000

8,0008,0007,0007,0007,000

54,425

9,000 6,000 6,000 9,000 8,925

7,125 1,800

1,000 14,500

事務室

事務室

事務室

廊下1

倉庫

廊下2

ホール

議場

廊下3廊下3

記者室

応接室

正副議長室

議会事務局

議員控室

議場機械室

授乳室

EV
湯

廊下

全員協議会室

第2委員会室第1委員会室

廊下

DS

中庭上部

EV

EV

吹 抜

X1 X2 X3 X4 X5 X6

1 5a5432
6

7 8

相談室

相談室

相談室

倉庫

議場図書室

63
,0

0
0

9
,0

0
0

9
,0

0
0

9,
00

0
9
,
00

0
9
,0

0
0

9,
0
00

9
,0

0
0

H

G

C

F

B

A

E

D

詳細図参照

コア廻り詳細図参照

2
,0

0
0

2,000

2,
0
00

防水改修 別図参照

15
,5

00

1
1,

0
00

4,
5
00 2
,5

0
0

2,
00

0

3,
0
00

9,
00

0

2
7,

00
0

9
,0

0
0

9,
00

0

C

F

Y2

Y1

D

E

Y3

Ｎ

Ｙ Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

P3

P4
P4

P4
P4

P3

P1

P1

P1

P1

P1

P1

P1

P1

P1

P1

P4

P4

P2

P2
湯

P1

P1

P1

P1

階段[撤去]

既存還気塔

EXP.J

議員控室

詳細図参照

EXP.J

EXP.J

既存給気塔

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ
ﾄｲﾚ

外部階段塗装[改修]

段差解消装置[新設]
別図参照

Ｙ

会議室
201

会議室
202

議員控室

議員控室

議員控室

議員控室

倉庫

階段
(1)

階段
(2)

PS

　＊：アスベスト含有

　Ｕカットシーリング部分エポキシ樹脂注入

　エポキシ樹脂モルタル塗込め

　Ｌ寸法はひび割れ長さを示す

・ドライエリア擁壁立上り及天端笠木とも

　ドライエリアコンクリート擁壁等ひび割れ（巾　0.2㎜以上）

　高圧洗浄10～15MPa、C-2補修の上、可とう形改修塗材E（上塗り ﾌｯ素）[新設]

P1　　：コア廻り竣工時

　既存アスベスト建材除去にあたり、飛散防止剤噴霧

及び床養生、出入口養生ポリエチレンフィルム t0.15

　　　：開口部養生P4

　Ｋ　：室内環境測定室（事前事後）

・コア廻りはCH=2.25mとする

P4　　：トイレ廻り竣工時（本館はコア廻り施工時）

P3　　：B1Fユーティリティ、2～5F湯沸室、コア廻り施工時

P2　　：階段廻り、コア廻り竣工時

　改修範囲　別図参照

給湯室改修

ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ［撤去］

(　）内A3表記

改修範囲　内装改修：詳細図参照

改修範囲　床：ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t2.0 ＊[撤去]

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ ＊[撤去] ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ t6.0
[撤去]

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ t6.0
[撤去]

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ t6.0
[撤去]

改修前 ２階平面図

　Ｙ　：　床養生（工事に際し、閉庁時に設置し、開庁時には撤去とする）

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ[撤去]
手動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ
[新設]

[新設]
手動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ[撤去]

手動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ[新設]

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ[撤去]
手動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ[新設]
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１

２

３

４

A1

A3

日　付 記　事 設　計承　認 設計年月日 件　名

図面名

照　査

大 誠 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社
代 表 取 締 役
一 級 建 築 士

縮　尺

一級建築士 第193004号 大形　一朗小　林　弘　幸一 級 建 築 士 事 務 所    埼 玉 県 知 事 登 録   ( 4 )第 9 6 1 5号

市庁舎長寿命化改修工事
1/300

1/150

7,000 7,000 7,000 8,000 8,000

37,000

54,425

9,000 6,000 6,000 9,000 8,925

7,125 1,800

1,000 14,500

湯

事務室

事務室

ホール

屋上

廊下1

DS

廊下

傍聴者席

事務室

EV

廊下

市長公室

応接室

副市長室

事務室
市長応接室 市長室

EV

EV

中庭
上部

RD

RD

RD

RD

RD

議場機械室

D

設備置場

吹抜

事務室

1 5a5432
6

7 8

X1 X2 X3 X4 X5 X6

打合
ｺｰﾅｰ

303会議室

サーバー室

301会議室

302会議室

9,
00

0
9,

0
00

63
,0

0
0

9,
00

0
9,

00
0

9,
0
00

9
,
00

0
9,

0
00

H

G

C

F

B

A

E

D

防水改修 別図参照

防水改修 別図参照防水改修 別図参照

詳細図参照

コア廻り詳細図参照

2,
0
00

2,000

Ｎ

1
5,

5
0
0

11
,0

0
0

4
,5

0
0 2
,
50

0
2
,0

0
0

3
,0

0
0

9,
00

0

27
,0

0
0

9,
0
00

9,
00

0

C

D

F

Y2

Y1

Y3

E

段差解消装置［新設］別図参照

Ｙ Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ
Ｙ

Ｙ

P4
P4

P1 P1

P1

P1

P1

P3

P2

P1

P1

P4

P4

P2

P1

2,
0
00

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ
ﾄｲﾚ

EXP.J

EXP.J

EXP.J

放送室

防水改修 別図参照

防水改修 別図参照

開発室

階段
(1)

階段
(2)

PS

　＊：アスベスト含有

　Ｕカットシーリング部分エポキシ樹脂注入

　エポキシ樹脂モルタル塗込め

　Ｌ寸法はひび割れ長さを示す

・ドライエリア擁壁立上り及天端笠木とも

　ドライエリアコンクリート擁壁等ひび割れ（巾　0.2㎜以上）

　高圧洗浄10～15MPa、C-2補修の上、可とう形改修塗材E（上塗り ﾌｯ素）[新設]

P1　　：コア廻り竣工時

　既存アスベスト建材除去にあたり、飛散防止剤噴霧

及び床養生、出入口養生ポリエチレンフィルム t0.15

　　　：開口部養生P4

　Ｋ　：室内環境測定室（事前事後）

・コア廻りはCH=2.25mとする

P4　　：トイレ廻り竣工時（本館はコア廻り施工時）

P3　　：B1Fユーティリティ、2～5F湯沸室、コア廻り施工時

P2　　：階段廻り、コア廻り竣工時

　改修範囲　別図参照

給湯室改修

既存ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ［取外し］

防水改修 別図参照

(　）内A3表記

W710W740W740
W710

W670W710×3

W710×3

W710

W710

W670

W360

W360

W760

W760

H
71

0

W

（片開き）

20

10
15

H
71

0ｽﾁｰﾙ PL t0.8
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改修範囲　内装改修：詳細図参照

改修範囲　床：ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t2.0 ＊[撤去]

W×1/2
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ファンコイル扉（スチール扉）[撤去]（3～5F共通)

改修前 ３階平面図

　Ｙ　：　床養生（工事に際し、閉庁時に設置し、開庁時には撤去とする）

手動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ[新設]

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ[撤去]
手動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ
[新設]

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ[撤去]
手動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ[新設]

[新設]

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ[撤去]
手動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ

[新設]
手動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ[撤去]

既存ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ［取外し］
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防水改修 別図参照

詳細図参照

コア廻り詳細図参照
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階段
(1)

階段
(2)

PS

　＊：アスベスト含有

　Ｕカットシーリング部分エポキシ樹脂注入

　エポキシ樹脂モルタル塗込め

　Ｌ寸法はひび割れ長さを示す

・ドライエリア擁壁立上り及天端笠木とも

　ドライエリアコンクリート擁壁等ひび割れ（巾　0.2㎜以上）

　高圧洗浄10～15MPa、C-2補修の上、可とう形改修塗材E（上塗り ﾌｯ素）[新設]

P1　　：コア廻り竣工時

　既存アスベスト建材除去にあたり、飛散防止剤噴霧

及び床養生、出入口養生ポリエチレンフィルム t0.15

　　　：開口部養生P4

　Ｋ　：室内環境測定室（事前事後）

・コア廻りはCH=2.25mとする

P4　　：トイレ廻り竣工時（本館はコア廻り施工時）

P3　　：B1Fユーティリティ、2～5F湯沸室、コア廻り施工時

P2　　：階段廻り、コア廻り竣工時

　改修範囲　別図参照

給湯室改修
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(　）内A3表記
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改修範囲　内装改修：詳細図参照

改修範囲　床：ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ t2.0 ＊[撤去]

改修前 ４階平面図

　Ｙ　：　床養生（工事に際し、閉庁時に設置し、開庁時には撤去とする）

[新設]

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ[撤去]
手動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ[撤去]
手動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ[新設]

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ[撤去]
手動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ
[新設]

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ[撤去]
手動ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ[新設]
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